




















































































































信しなくてはいけなかった。（毎日新聞 2010. 7. 24 高梨 2010：79（125））
　高梨（2010）において特筆すべき指摘は，一般に「禁止」と呼ばれるものを「聞
き手への配慮なしに行為の非実現を強制する〈禁止（否定の命令）〉と，聞き手
にとっての有益性を志向する〈否定の忠告〉」（同：38 注 10）という 2 種類に分
けたうえで，「テハイケナイ」が有する行為要求の機能の典型を後者の〈否定の





















































件が抽出された。「言及」に使用されている 4 例を取り除き，残りの 504 例をデー
タに用いることにした 4）。







と「ならない」の 2 種の形がある 5）。前半・後半の異なりごとの出現数を【表 3】
の下部に添える。
【表 3】ジャンル別の「テハイケナイ」の出現数
ジャンル 雑談会話 模擬講演 職場会話 学会講演
PMW 96.30 87.17 39.73 18.79
出現数 109 317 16 62
総語数 1,131,891 3,636,771 402,742 3,299,268
前半
後半
ては ちゃ ては ちゃ ては ちゃ ては ちゃ
いけない
PMW 11.49 84.81 43.45 35.20 4.97 34.76 5.46 5.15
出現数 13 96 158 128 2 14 18 17
ならない
PMW 0.00 0.00 8.25 0.27 0.00 0.00 8.18 0.00

























1 人称 2 人称
3 人称
有情物 非情物













































































































1 人称 2 人称 3 人称




















































































































































































































































































「ノダ」（40 例。このうち 13 例が「ノダネ。」，5 例が「ノダヨ。」），「ト思ウ」













　コーパス用例の用法は次の 4 種に大きく分類できる。a）と b）は主に主体が
3 人称の場合の用例に観察される用法である。c）は主体が 1 人称の場合，d）は
主体が 2 人称の場合の用例における主な用法である。この節では，これらを順に
取り上げ，代表例を挙げながらその特徴を観察する。














































　3 人称である場合の全 381 例の出現位置に着目すると，主節での 108 例はこの
用法に属するものが多く，とりわけ，他形式に付加されずに「テハイケナイ」で
文が終了する場合の 31 例は，「従属文」の 1 例を除き，そのほとんどがこの用法
で用いられていた（例（1））。主節末で他形式が付加した 76 例では，「ト思ウ／









































しいんですよ #  （「模擬講演」S00M0477）





　一方，主節での 108 例は，その後に「コトニナッテイル」（4 例），「ラシイ」（3














































































能を，ここでは〈阻止〉と呼ぶことにする 16）。2 人称の場合の用例は計 28 例が
採取されたが，【表 5】で見たように，そのうち 23 例は引用節，もしくは節内引

































































































































































































称の場合の 69 例のうち，引用節（節内引用）での例は計 16 例現れている。また，「ト


























































形式の意味構造―」『国語学』188: 左 12-25 国語学会
（ 94 ）
（HUANG Ruobai，創価大学総合学習支援センター助教）
